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論文内容の要旨

本論文は，筆者が大阪大学大学院基礎工学研究科(物理型選考情報工学分野)在学中に行ったタスクオントロジー

に基づくタスク解析インタビューシステムに関する研究をまとめたものであり 以下の 7 章によって構成されているO

第 1 章は序論であり，知識ベースシステムの構築及びそこにおける知識獲得支援システムについて概説し，それら

2 つの分野にまたがる本研究の目的及び位置付けについて述べる。

第 2 章では，本研究で取り挙げる課題を数え上げ，それぞれを検討するために収集する必要情報及び評価基準を記

述するO

第 3 章では，専門家とコンピュータのコミュニケーションギャップを埋めるために知識レベル及び記号レベルオン

トロジーの重要性について述べ スケジューリング問題を例として具体的にそれぞれのタスクオントロジーを記述し，

知識ベースシステム構築と知識獲得における役割について述べる。

第 4 章では，タスクオントロジーの具体的な応用例として構築した知識獲得タスク解析インタビューシステム

MULTIS について述べる。 MULTIS はタスクオン卜ロジーに基づいて専門家が行うタスクを解析し，タスク

知識とドメイン知識の分離を行いながら専門家の問題解決モデルを知識レベルで、対話的に記述した後にそれをコンピュー

タの記号レベル表現に置き換え問題解決エンジンを生成するシステムである。更に このシステムは問題解決エン

ジンを生成すると共に問題解決エンジンに必要なドメイン知識の獲得支援することができるO 最後に，このシステム

の長所と短所について考察を行う。

第 5 章では， MULTI S の具体的な実行例をスケジューリングタスクタスクの範囲で実証するO この例を用いて

MULTIS の機能及びスケジューリングタスクオントロジーの妥当性を具体的に論じる。

第 6 章では，タスク記述とタスク知識獲得を比較すると共にタスク記述の枠組みについて論じるO

第 7 章では，本研究の評価を行い，研究成果を考察すると共に，関連研究との比較を行いながら知識ベースシステ

ム研究への一般的な貢献について論じる。

第 8 章は結論であり，全体のまとめと残された研究課題について述べる O
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論文審査の結果の要旨

知識ベースシステムは任意の分野における問題解決に対応できるという汎用性と，その対象領域において専門家に

匹敵する問題解決能力を示すという高機能性を兼備したシステムとして高く評価され広範な分野で実用化が試みら

れて来た。しかしながら，一方では専門家から領域知識を獲得することが予想以上に困難であることがわかり，この

問題の解決が知識工学における緊急の課題とされている。

本論文では，知識ベースシステムが対象とする問題が問題の型(タスク)に応じて少数の基本形に分類できること

に着目し，タスク毎に一般性のある問題解決手続きを与えることによって知識獲得の柔軟性ならびに知識の共有性・

再利用性に基づく効率の良い知識獲得インタビュー方法を提案し，システムとして実現しているO

まず，スケジューリング型タスクを対象として，その記述に固有な語集およびそれを用いて記述した概念的な問題

解決手続きを定めるとともに，基本操作を表す語曇に対応する詳細な手続きをプログラムレベルで部品化することに

より，タスク固有の特徴を考慮にいれた問題解決システムの記述を可能にする基本語震のライプラリを作成している。

さらに，上記のライブラリを基礎として，個々の課題に対するシステム作成のためのタスク解析インタビューシス

テムを提案し，システムとして実現しているO このとき，システムによるインタビューの補助を得て専門家が提示す

る概念的な問題解決モデルおよび領域知識の補完によって，実働する知識ベースシステムへの変換・構成手法を確立

しているO また同時にシステムを利用して作成された知識ベースシステムの事例を蓄積することによって，新しいシ

ステム作成の際の知識として利用する事例学習の枠組みを与え，知識の再利用性・共有性を図っているO

実現したシステムの実行によって得られる知識ベースシステムのプロトタイプが専門家自身の問題解決手続きを

反映していることを実験的に確認することにより，従来のインタビューシステムにおける知識の再利用性・共有性と

比較し本システムの知識獲得方式が有効であることを検証しているO

これらの研究成果は，知識ベースシステムの構成方法論と知識の再利用・共有の接点に位置する知識獲得の研究に

重要な知見を与えるものであり，知識工学の研究に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値

あるものとして認める。
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